
中
級
・
上
級
の
日
本
語
文
法
教
育

前
　
田
　
直
　
子

一、

ﾍ
じ
め
に

　
近
年
、
日
本
語
教
育
に
お
け
る
文
法
教
育
を
見
直
そ
う
と
い
う
動
き
が
盛
ん
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
こ
の
2
0
年
ほ
ど
の
間
、
日
本

語
教
育
と
の
関
わ
り
の
中
で
進
展
し
て
き
た
現
代
日
本
語
文
法
の
記
述
的
研
究
に
お
い
て
、
研
究
の
細
分
化
・
抽
象
化
が
深
ま
り
、
そ
の

結
果
、
現
在
は
「
や
や
沈
滞
気
味
」
（
白
川
博
之
二
〇
〇
二
V
、
「
画
期
的
研
究
が
し
に
く
く
な
っ
て
き
た
」
（
野
田
尚
史
二
〇
〇
一
）
、
「
転

換
期
に
あ
る
」
（
益
岡
隆
志
二
〇
〇
二
）
と
い
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
特
に
そ
の
進
展
を
支
え
て
き
た
日
本
語
教
育
と
の
乖
離
が
深
刻
化

し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
日
本
語
教
育
に
お
け
る
文
法
の
捉
え
方
、
教
え
方
に
対
す
る
多
く
の
提
言
が
な
さ
れ
て
き
た
。
二
〇
〇
三
年
日
本
語
教

育
学
会
秋
季
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
新
し
い
日
本
語
教
育
文
法
ー
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
文
法
を
め
ざ
し
て
ー
」
や
二
〇
〇
四

年
日
本
語
教
育
国
際
研
究
大
会
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
日
本
語
教
育
の
た
め
の
文
法
」
は
と
く
に
代
表
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
の
成
果

が
、
野
田
尚
史
編
（
二
〇
〇
五
）
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
中
級
・
上
級
の
日
本
語
文
法
教
育
（
前
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一



　
　
　
　
中
級
，
上
級
の
日
本
語
文
法
教
育
（
前
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二

　
ま
た
こ
う
し
た
動
き
に
対
し
て
、
二
〇
〇
五
年
日
本
語
教
育
学
会
春
季
大
会
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
現
場
か
ら
発
信
す
る
も
う
・
一
つ
の

「
日
本
語
教
育
文
法
」
1
日
本
語
教
師
だ
か
ら
こ
そ
見
え
る
こ
と
・
で
き
る
こ
と
」
や
、
二
〇
〇
六
年
日
本
語
教
育
学
会
秋
季
大
会
パ
ネ

ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
日
本
語
の
使
用
実
態
か
ら
の
日
本
語
教
育
文
法
再
考
」
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
学
会
内
の
議
論
も
活
発
化
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
従
来
と
は
ま
た
違
っ
た
形
で
、
よ
り
直
接
的
・
具
体
的
に
日
本
語
教
育
に
貢
献
で
き
る
文
法
研
究
を
行
お
う
と
す
る
提

言
や
試
み
が
進
ん
で
い
る
が
、
だ
が
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
い
わ
ゆ
る
「
初
級
」
文
法
の
見
直
し
で
あ
り
、
ま
た
多
く
は
「
文
法
項
目
を
減

ら
す
」
と
い
う
形
で
の
提
案
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
文
法
項
目
を
「
初
級
で
教
え
る
必
要
は
な
い
」
と
し
て
排
除
す
る
こ
と
に
よ
り
、

学
習
者
の
負
担
を
減
ら
し
、
そ
れ
に
よ
り
運
用
の
問
題
点
を
解
消
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。

　
そ
う
し
た
「
文
法
項
目
の
整
理
」
が
必
要
な
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
ま
ず
最
初
の
段
階
で
は
、
あ
ま
り
細
か
い
こ
と
は
導
入
せ
ず
、
質

量
と
も
に
限
定
さ
れ
、
厳
選
さ
れ
た
表
現
を
確
実
に
習
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
語
で
自
分
の
言
い
た
い
こ
と
を
表
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
と
い
う
目
的
は
、
理
想
的
で
あ
り
、
ま
た
現
実
的
に
も
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
そ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
「
排
除
」
さ
れ
た
項
目
を
ど
う
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
初
級
か
ら
は
じ
か
れ
た
文
法

項
目
は
必
然
的
に
、
中
級
・
上
級
に
お
い
て
扱
わ
れ
る
と
言
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
と
な
る
と
、
次
に
問
題
に
な
る
の
は
、
中
級
・
上

級
に
お
け
る
文
法
教
育
を
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
中
級
・
上
級
に
お
け
る
文
法
教
育
に
は
ど
の
よ
う
な
観
点
が
必
要
に
な
る
か
と
言
う
こ
と
を
具
体
的
に
考
え

て
み
た
い
。

二
、
中
級
と
は
ど
の
よ
う
な
レ
ベ
ル
か



表1

9

中
級
・
上
級
の
日
本
語
文
法
教
育
（
前
田
）

テキスト 正確さ （6項目）

機能・タスク 場面／話題
の型 禰麟蕪

　　囁　」　　　　　　　P　へ

嵩蜚X節、
超級 裏付けのある意 フオーマル／イ 複段落 基本的に間違い 、翻購繋．
（Superior） 見が述べられ ンフォーマルな がまずない。低・

る。仮説が立て 状況で、抽象的 頻度構文には間 1ド　覧。　ヒ『’．　一肥一コ、F

られる。言語的 な話題、専門的 　　　　　　　ヒ　　［　拶磁痰｢があるが、
　　　簸　　・ヒ滞’
u

に不慣れな状況 な話題を幅広く 伝達に支障は起
懸灘灘勲　　　κ　　　　　”，，，

に対応できる。 こなせる。 きない。

焦野「’・曳・・「鵠・「　舞巾彊胴曲

上級

iAdvanced）

詳しい説明・叙

qができる。予
インフオーマル

ﾈ状況で具体的

段落 談話文法を使っ

ﾄ統括された段
（「文法」以外の

期していなかっ な話題がこなせ 落が作れる。 5項目の「正確

た複雑な状況に る。フォーマル さ」については

対応できる。 な状況で話せる
省略する）

上・中・下 こともある。

中級 意味のある陳 日常的な場面で 文 高頻度構文がか
（lntermediate） 述・質問内容 身近な日常的な なりコントロー

を、模倣ではな 話題が話せる。 ルされている。

くて創造でき
る。サバイバル
のタスクを遂行
できるが、会話
の主導権を取る

ことはできな
上・中・下 い。

初級 機能的な能力が 非常に身近な場 語、句 語・句のレベル
（Novice） ない。暗記した 面において挨拶 だから文法は事

語句を使って最 を行う。 実上ないに等し

低の伝達などの いo

極めて限られた
上・中・下 内容が話せる。

『ACTFL－OPI入門』pp，18－19

七
一

だ
が
、
こ
れ
の
基
準
で
は
言
語
の

は
か
な
り
統
一
的
で
あ
っ
た
と
言
え

る
。 ま
で
の
初
級
の
教
科
書
が
扱
う
内
容

た
。
そ
う
し
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ

級
に
相
当
す
る
と
い
う
了
解
が
あ
っ

項
目
が
ほ
ぼ
初
級
に
相
当
し
、
二
級

は
ほ
ぼ
中
級
、
一
級
が
中
級
か
ら
上

れ
た
日
本
語
能
力
試
験
の
「
出
題
基

準
」
に
お
け
る
三
級
・
四
級
の
文
法

較
的
容
易
で
あ
る
。
日
本
語
教
育
に

お
い
て
は
、
一
九
九
四
年
に
制
定
さ

だ
文
法
に
関
し
て
は
そ
の
判
定
が
比

者
の
レ
ベ
ル
を
厳
密
に
分
け
る
こ
と

は
か
な
り
困
難
な
こ
と
で
あ
る
。
た

に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
個
々
の
学
習

中
級
・
上
級
と
分
け
る
こ
と
が

言
語
学
習
者
の
レ
ベ
ル
を
初
級

般　・



．

　
　
　
　
中
級
．
上
級
の
日
本
語
文
法
教
育
（
前
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四

技
能
を
十
分
に
は
か
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
点
、
上
記
表
1
の
A
C
T
F
L
1
0
P
I
に
よ
る
レ
ベ
ル
の
設
定
は
、
会
話
能
力
の
み

を
測
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
具
体
的
な
項
目
が
明
示
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、
実
際
の
運
用
か
ら
学
習
者
の
レ
ベ
ル
を
分
け
よ
う
と
す

る
試
み
と
し
て
参
考
に
な
る
。
O
P
I
と
は
、
A
C
T
F
L
（
日
9
＞
ヨ
9
8
昌
O
o
§
Ω
一
〇
昌
窪
Φ
↓
8
0
三
昌
σ
q
9
閃
o
「
Φ
一
σ
q
昌
い
き
－

σq

m
o
σ
q
Φ
ω
）
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
O
P
I
（
9
巴
牢
9
0
一
Φ
コ
畠
ぎ
審
門
≦
Φ
≦
）
、
す
な
わ
ち
外
国
語
の
口
頭
運
用
能
力
を
測
定
す
る
た

め
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
テ
ス
ト
で
あ
る
。

　
こ
の
表
を
見
る
と
、
中
級
と
は
、
一
通
り
の
基
本
的
な
文
法
を
習
得
し
、
使
い
こ
な
し
て
、
正
確
な
「
文
」
を
産
出
で
き
る
能
力
で
あ

る
と
言
え
る
。
単
に
基
本
的
な
文
法
（
初
級
文
法
）
を
学
ん
だ
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
自
由
に
運
用
で
き
て
初
め
て
、
中

級
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
だ
が
、
実
際
に
は
、
そ
の
自
由
な
運
用
が
で
き
な
い
初
級
終
了
学
習
者
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
新
し
い
中
級
教
材
が
近
年
、
相
次
い
で

作
成
さ
れ
て
い
る
。

三
、
新
し
い
中
級
教
材

　
従
来
の
考
え
方
は
、
中
級
と
は
初
級
文
法
が
終
わ
っ
た
段
階
で
あ
り
、
上
級
と
は
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
の
生
教
材
を
扱
え
る
レ
ベ
ル
で
、

中
級
は
そ
の
両
者
を
結
ぶ
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
中
級
で
は
、
初
級
で
学
ん
だ
基
本
的
な
文
法
、
基
本
的
な
形
式
を

組
み
合
わ
せ
た
複
合
的
な
表
現
の
拡
充
が
行
わ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
教
科
書
が
提
出
し
て
い
る
文
法
項
目
を
見
る
と
、
そ

の
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。



1
．

2
．

『
日
本
語
中
級
J
三
〇
一
－
基
礎
か
ら
中
級
へ
ー
』
（
一
九
九
五
）

第
一
課
　
「
～
し
よ
う
と
す
る
」

第
三
課
　
「
X
と
い
う
の
は
Y
で
す
」

　
　
　
　
「
X
に
対
す
る
Y
」

『
新
日
本
語
の
中
級
』
（
二
〇
〇
〇
）

第
一
課
「
～
す
れ
ば
い
い
」
「
～
と
い
う
の
は
～
っ
て
い
う
こ
と
だ
」

第
二
課
　
「
～
で
し
ょ
う
か
」
「
～
と
い
う
こ
と
で
す
ね
」

　
例
え
ば
、
例
一
の
第
一
課
の
「
し
よ
う
と
す
る
」
を
見
る
と
、
意
志
・
意
向
形
「
し
よ
う
」
、
助
詞
「
と
」
、
動
詞
「
す
る
」
は
初
級
で

習
得
済
み
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
が
組
み
合
わ
さ
っ
た
「
し
よ
う
と
す
る
」
は
新
し
い
表
現
と
言
う
こ
と
に
な
る
。

　
だ
が
、
こ
う
し
た
観
点
で
の
項
目
提
示
は
、
初
級
項
目
を
完
全
に
習
得
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
点
で
、
学
習
者
に
も
教
師

に
も
負
担
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
あ
、
こ
う
し
た
伝
統
的
な
中
級
学
習
に
入
る
前
に
、
初
級
と
中
級
と
の
橋
渡
し
を
目
指
す
教
材
が
、
こ
の

と
こ
ろ
多
く
出
版
さ
れ
て
い
る
。

3
．

『
中
級
へ
行
こ
う
　
日
本
語
の
文
型
と
表
現
5
9
』
（
二
〇
〇
四
）

　
近
年
、
初
級
教
材
に
関
し
て
は
、
多
く
の
主
教
材
・
副
教
材
が
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。
学
習
者
の
レ
ベ
ル
や
二
i
ズ
に
合
わ

せ
て
教
材
選
び
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
え
ま
す
。

　
中
級
に
関
し
て
は
、
位
置
づ
け
の
範
囲
が
広
く
、
文
章
の
長
さ
、
語
彙
の
多
さ
、
学
習
項
目
の
多
さ
、
要
求
さ
れ
る
機
能
の

中
級
・
上
級
の
日
本
語
文
法
教
育
（
前
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五



　
　
中
級
．
上
級
の
日
本
語
文
法
教
育
（
前
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六

　
　
多
様
さ
な
ど
、
学
習
者
に
と
っ
て
は
初
級
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
学
習
量
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
本
書
は
…
（
中
略
）
…
初

　
　
級
教
材
を
終
了
し
た
あ
と
、
中
級
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
を
助
け
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
も
の
で
す
。
　
（
「
は
じ
め
に
」
よ
り
）

　
　
学
習
項
目
5
9
　
　
基
本
的
に
「
み
ん
な
の
日
本
語
初
級
1
」
と
「
同
初
級
H
」
で
扱
わ
れ
た
文
型
を
既
習
と
し
、
「
日
本
語
能

　
　
力
試
験
出
題
基
準
」
の
三
級
と
二
級
レ
ベ
ル
か
ら
5
9
の
文
型
と
表
現
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
こ
の
本
を
お
使
い
に
な
る
方
へ
」
よ
り
）

4
　
『
初
級
か
ら
中
級
へ
の
橋
渡
し
シ
リ
ー
ズ
②
　
文
法
が
弱
い
あ
な
た
へ
』
（
二
〇
〇
二
）

　
　
　
こ
の
本
は
、
初
級
が
終
わ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
中
級
へ
進
も
う
と
す
る
人
た
ち
の
た
め
の
練
習
帳
で
す
。
初
級
で
勉
強
し
た
文

　
　
法
を
も
う
一
度
復
習
し
ま
す
。
一
度
勉
強
し
た
も
の
で
も
、
よ
く
お
ぼ
え
て
い
な
か
っ
た
り
、
忘
れ
て
し
ま
っ
た
り
し
て
い
る

　
　
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
こ
の
練
習
帳
で
勉
強
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
（
「
こ
の
本
の
使
い
方
」
よ
り
）

　
　
　
初
級
が
修
了
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
学
習
者
が
学
習
項
目
を
完
壁
に
マ
ス
タ
ー
し
て
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
中
級
へ
璋
と
、

　
　
急
に
学
習
項
目
が
複
雑
に
な
り
、
か
つ
多
く
な
る
と
言
う
現
状
に
学
習
者
が
ま
ご
つ
い
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま

　
　
た
、
そ
れ
と
同
時
に
、
初
級
で
学
習
し
た
こ
と
が
当
然
理
解
さ
れ
て
い
る
と
い
う
考
え
の
上
に
、
中
級
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る

　
　
た
め
、
学
習
者
が
中
級
は
難
し
い
と
感
じ
て
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
点
を
何
と
か
緩
和
し
た
い
と
い
う
想
い

　
　
か
ら
、
こ
の
問
題
集
を
作
成
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
こ
の
本
を
お
使
い
に
な
る
教
師
の
方
へ
」
よ
り
）

5
．
暑
し
u
「
置
σ
q
Φ
ジ
ェ
イ
・
ブ
リ
ッ
ジ
』
（
二
〇
〇
二
）

　
　
Q
一
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
初
級
修
了
者
を
対
象
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
。

　
　
A
一
そ
う
で
す
ね
。
中
で
も
、
知
識
と
運
用
力
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
激
し
い
人
た
ち
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
Q
一
そ
れ
は
具
体
的
に
言
う
と
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。



6
．

7
．

8

A
一
使
役
や
受
身
、
や
り
も
ら
い
な
ど
、
基
本
的
な
文
法
や
語
彙
は
初
級
で
既
に
学
習
し
た
の
に
、
い
ざ
話
し
た
り
書
い
た
り

す
る
と
な
る
と
、
そ
れ
を
な
か
な
か
う
ま
く
使
い
こ
な
せ
な
い
人
た
ち
の
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
本
テ
キ
ス
ト
の
構
成
と
使
い
方
－
著
者
と
の
Q
＆
A
」
よ
り
）

『
中
級
レ
ベ
ル
　
わ
か
っ
て
使
え
る
日
本
語
　
理
解
か
ら
発
話
へ
』
（
二
〇
〇
四
）

　
初
級
段
階
で
基
礎
的
な
活
用
や
文
型
を
学
ん
だ
学
習
者
が
、
よ
り
高
度
な
総
合
的
技
能
の
習
得
を
目
指
す
上
で
も
っ
と
も
重

要
な
こ
と
は
、
日
本
語
の
基
本
的
な
構
造
を
し
っ
か
り
把
握
し
、
か
つ
そ
れ
を
運
用
で
き
る
能
力
を
や
し
な
っ
て
お
く
こ
と
で

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
ま
え
が
き
」
よ
り
）

『
短
期
集
中
　
初
級
日
本
語
文
法
総
ま
と
め
　
ポ
イ
ン
ト
2
0
』
（
二
〇
〇
四
）

　
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
、
初
級
日
本
語
の
学
習
を
一
応
終
わ
っ
た
人
が
、
短
時
間
で
集
中
的
に
初
級
全
体
の
学
習
事
項
を
総
整
理

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
日
本
語
初
級
に
は
い
く
つ
か
の
小
さ
い
山
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
時
々
に
は
目
の
前
の
山
を
越
え
る

の
に
精
一
杯
で
、
山
と
山
と
の
つ
な
が
り
な
ど
目
に
入
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
一
応
初
級
の
学
習
が
終
わ
っ
て
も
、
全
体
に

何
と
な
く
あ
い
ま
い
で
、
こ
の
ま
ま
中
級
に
進
む
の
は
ち
ょ
っ
と
不
安
だ
、
と
い
う
人
が
い
ま
す
。
…
（
中
略
）
…
そ
こ
で
、

初
級
の
大
切
な
学
習
項
目
を
整
理
し
、
関
連
づ
け
て
大
急
ぎ
で
復
習
で
き
る
よ
う
に
と
願
っ
て
本
テ
キ
ス
ト
の
作
成
を
試
み
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
は
じ
め
に
」
よ
り
）

『
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
で
学
ぶ
　
中
級
か
ら
上
級
へ
の
日
本
語
会
話
』
（
二
〇
〇
〇
）

　
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
、
初
級
の
学
習
を
終
え
、
簡
単
な
日
常
会
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
学
習
者
の
た
め
に
作
ら
れ
た
、
会

話
練
習
用
の
テ
キ
ス
ト
で
す
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
三
つ
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

（
1
）
「
タ
ス
ク
先
行
型
」
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ

中
級
・
上
級
の
日
本
語
文
法
教
育
（
前
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七



　
　
　
　
中
級
・
上
級
の
日
本
語
文
法
教
育
（
前
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八

　
　
　
　
　
　
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
の
や
り
方
に
は
、
二
種
類
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
「
表
現
先
行
型
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
」
、
も
う
一
つ
が
「
タ
ス

　
　
　
　
　
ク
先
行
型
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
」
で
す
。
両
者
の
手
順
の
違
い
を
示
し
た
の
が
、
次
の
㈲
と
㈲
で
す
。

　
　
　
　
　
　
㈲
表
現
先
行
型
一
表
現
の
導
入
・
練
習
↓
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
（
定
着
の
確
認
）

　
　
　
　
　
　
㈲
タ
ス
ク
先
行
型
一
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
（
力
試
し
）
寸
表
現
の
導
入
・
練
習

　
　
　
　
…
（
中
略
）
…
初
級
学
習
者
な
ら
、
「
表
現
先
行
型
」
の
方
が
い
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
中
級
以
上
の
学
習
者
の
場
合
は
、

　
　
　
　
基
本
的
な
会
話
能
力
が
す
で
に
あ
る
程
度
備
わ
っ
て
い
る
の
で
、
「
ま
ず
や
っ
て
み
て
力
試
し
を
す
る
」
と
い
う
こ
と
が
非
常

　
　
　
　
に
重
要
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
こ
の
本
を
お
使
い
に
な
る
方
へ
」
よ
り
）

　
　
9
．
『
日
本
語
集
中
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ー
初
級
か
ら
中
級
へ
ー
』
（
二
〇
〇
四
）

　
　
　
　
こ
の
本
は
こ
ん
な
方
に
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
　
　
　
「
私
は
話
す
の
が
へ
た
。
す
ら
す
ら
話
せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
。
自
分
で
練
習
す
る
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
」

　
　
　
　
「
初
級
の
勉
強
が
終
わ
り
ま
し
た
。
で
も
す
ぐ
に
中
級
の
ク
ラ
ス
に
進
む
の
は
不
安
で
す
。
初
級
の
復
習
を
し
て
、
中
級
ク
ラ

　
　
　
　
ス
に
進
む
準
備
を
し
た
い
の
で
す
が
。
」

　
　
　
　
「
勉
強
し
た
文
や
言
葉
を
会
話
で
使
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ど
う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
。
」

　
　
　
　
「
私
は
聞
き
と
り
が
弱
い
ん
で
す
が
、
ど
う
す
れ
ば
聞
く
力
が
つ
き
ま
す
か
。
」

　
　
　
　
「
い
ま
中
級
ク
ラ
ス
で
勉
強
し
て
い
ま
す
が
、
基
礎
的
な
力
が
足
り
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
」

　
こ
れ
ら
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
初
級
の
項
目
を
確
実
に
習
得
し
、
運
用
能
力
を
高
め
た
上
で
、
中
級
へ
進
ん
で
い
こ
う
と
い
う
意
図

で
作
成
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
橋
渡
し
」
の
教
材
が
こ
の
間
、
相
次
い
で
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
多
く
の
日
本
語
教

育
関
係
者
の
間
で
共
通
の
問
題
が
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。



四
、
中
級
・
上
級
文
法
の
整
理
・
体
系
化
へ

四
・
一
　
初
級
文
法
の
見
直
し

　
教
材
を
作
成
す
る
際
に
は
ま
ず
「
何
を
教
え
る
か
（
≦
冨
け
）
」
が
あ
り
、
次
に
「
ど
う
や
っ
て
教
え
る
か
（
ゴ
o
≦
）
」
と
い
う
こ
と
が

問
題
に
な
る
。
初
級
教
育
に
お
い
て
は
前
者
は
あ
る
程
度
、
共
通
の
認
識
が
あ
り
、
教
材
ご
と
の
差
異
は
あ
ま
り
な
い
。
そ
し
て
、
現
在

に
至
る
ま
で
、
後
者
の
面
で
の
研
究
と
実
践
が
重
ね
ら
れ
、
多
く
の
成
果
が
あ
げ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
近
年
、
初
級
文
法
の
見
直
し

と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
動
き
は
、
「
ど
の
項
目
を
優
先
し
て
教
え
る
か
（
≦
三
9
）
」
と
い
う
側
面
で
あ
る
。
あ
る
意
味
を
表
す
形
式
、
あ

る
い
は
あ
る
機
能
を
果
た
す
形
式
は
普
通
は
複
数
あ
る
。
そ
の
中
で
、
ど
れ
を
教
え
る
べ
き
か
、
と
い
う
取
捨
選
択
が
、
現
在
の
初
級
文

法
の
研
究
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
推
定
を
表
す
形
式
に
「
ら
し
い
」
「
よ
う
だ
」
が
あ
る
が
、
両
者
の
ど
ち
ら
が
よ
り
重
要

で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
、
動
詞
の
否
定
形
と
し
て
「
～
し
ま
せ
ん
」
と
「
～
し
な
い
で
す
」
が
あ
る
が
、
ど
ち
ら
を
扱
う
べ
き
か
、
と
い

う
問
題
で
あ
る
（
小
林
ミ
ナ
ニ
○
〇
五
、
川
口
良
二
〇
〇
五
）
。
あ
る
い
は
否
定
の
応
答
詞
と
し
て
教
科
書
で
は
普
通
「
い
い
え
」
が
教

え
ら
れ
る
が
、
実
際
に
日
本
人
は
「
い
え
」
を
使
用
し
て
い
て
、
「
い
い
え
」
を
用
い
る
の
は
別
の
文
脈
で
あ
る
と
い
う
調
査
・
研
究

（
小
早
川
麻
衣
子
二
〇
〇
六
）
か
ら
、
教
え
る
べ
き
応
答
詞
を
改
め
て
考
え
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
結
論
が
引
き
出
さ
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
形
で
、
従
来
、
当
然
と
考
え
ら
れ
て
き
た
初
級
項
目
を
改
め
て
見
直
し
、
整
理
し
て
い
く
こ
と
は
大
変
重
要
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
の
た
め
に
、
現
実
の
言
語
を
改
め
て
見
直
し
、
実
証
的
な
調
査
を
重
ね
る
研
究
は
、
今
後
も
盛
ん
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
し

て
、
そ
こ
で
「
ま
ず
初
級
の
段
階
で
は
必
要
が
な
い
」
と
判
断
が
下
さ
れ
た
形
式
に
つ
い
て
は
、
次
の
レ
ベ
ル
、
即
ち
中
級
、
あ
る
い
は

上
級
で
き
ち
ん
と
扱
う
こ
と
が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
中
級
・
上
級
の
日
本
語
文
法
教
育
（
前
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九



中
級
・
上
級
の
日
本
語
文
法
教
育
（
前
田
）

八
〇

四
・
二
　
形
式
と
機
能
の
分
離
と
整
理

　
日
　
形
式
で
は
な
く
意
味
・
機
能
か
ら
項
目
を
見
直
す

　
従
来
の
文
法
教
育
の
問
題
点
の
一
つ
と
し
て
、
一
つ
の
形
式
が
複
数
の
意
味
や
機
能
を
持
つ
こ
と
に
対
し
す
る
配
慮
に
欠
け
て
い
た
点

が
あ
げ
ら
れ
る
。
一
つ
の
形
式
・
構
文
が
持
つ
多
様
な
用
法
の
全
て
が
初
級
段
階
で
提
示
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
度

学
習
さ
れ
た
項
目
は
、
そ
れ
以
降
の
段
階
で
再
登
場
す
る
こ
と
も
少
な
い
。
そ
の
た
め
、
初
級
で
は
出
て
こ
な
か
っ
た
事
項
は
語
彙
的
・

慣
用
的
な
用
法
と
し
て
ア
ド
ホ
ッ
ク
に
提
示
さ
れ
る
か
、
上
級
以
降
に
自
然
習
得
さ
れ
る
の
を
待
つ
し
か
な
い
（
9
村
岡
英
裕
二
〇
〇

三
）
。
例
え
ば
、
小
林
典
子
（
二
〇
〇
一
）
で
は
、
タ
形
の
用
法
の
う
ち
、
命
令
（
例
一
買
っ
た
、
買
っ
た
。
）
や
想
起
（
明
日
の
会
議
は

三
時
か
ら
で
し
た
ね
。
）
、
発
見
（
例
一
あ
、
あ
っ
た
。
）
の
よ
う
な
特
殊
な
タ
は
も
ち
ろ
ん
、
名
詞
修
飾
の
タ
（
例
　
ビ
タ
ミ
ン
剤
の
入

っ
た
瓶
、
曲
が
り
く
ね
っ
た
道
）
の
よ
う
な
タ
の
習
得
に
も
時
間
が
か
か
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
小
林
ミ
ナ
（
二
〇
〇
二
二
六
三
）

で
は
、
と
り
た
て
助
詞
「
も
」
の
用
法
の
う
ち
、
格
助
詞
と
の
共
起
（
例
a
）
や
、
前
節
名
詞
以
外
を
と
り
た
て
る
場
合
（
例
b
）
、
文

体
や
語
用
論
的
な
制
約
（
例
c
）
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
な
い
ま
ま
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

1
0
．

cba
ゆ
う
べ
大
学
の
近
く
で
火
事
が
あ
り
ま
し
た
。
駅
前
で
も
あ
り
ま
し
た
。

京
都
で
金
閣
寺
に
行
き
ま
し
た
。
湯
豆
腐
も
食
べ
ま
し
た
。

一
般
市
民
を
も
巻
き
込
ん
で
の
政
治
論
争
と
な
っ
た
。

ま
た
白
川
博
之
（
二
〇
〇
二
一
七
六
f
）
は
、
接
続
助
詞
「
か
ら
」
や
「
て
」
が
終
助
詞
的
に
用
い
ら
れ
る
場
合
に
つ
い
て
、
例
文
が



提
示
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
記
述
が
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

1
1
．

ab

ワ
ッ
ト
先
生
の
授
業
は
ど
う
で
す
か
。
…
難
し
い
で
す
よ
。
学
生
に
絶
対
に
日
本
語
を
使
わ
せ
ま
せ
ん
か
ら
。
（
『
み
ん
な

の
日
本
語
初
級
H
』
第
四
八
課
）

実
は
、
J
リ
ー
グ
の
切
符
が
二
枚
あ
る
ん
だ
け
ど
、
一
緒
に
ど
う
か
な
と
思
っ
て
…
。
　
（
『
新
日
本
語
の
中
級
』
第
五
課
）

　
同
様
の
こ
と
は
、
指
示
語
の
文
脈
指
示
用
法
（
例
a
）
や
、
ア
ル
・
イ
ル
の
使
い
分
け
（
例
b
）
、
テ
イ
ル
の
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
用
法

（
例
c
）
、
連
体
助
詞
ノ
の
同
格
用
法
（
例
d
）
、
状
況
可
能
と
能
力
可
能
（
例
e
）
等
々
、
様
々
な
研
究
分
野
に
つ
い
て
も
言
え
る
だ
ろ

う
。

1
2
．

edcba
昨
日
、
横
浜
へ
行
っ
た
。
｛
＊
あ
そ
こ
／
そ
こ
で
｝
で
、
中
華
料
理
を
食
べ
た
。

駅
前
に
タ
ク
シ
ー
が
｛
＊
あ
る
／
い
る
｝
。

駅
に
着
い
た
と
き
、
列
車
は
も
う
出
発
し
｛
．
た
／
て
い
た
｝
。

社
長
の
山
下
氏

こ
の
川
は
泳
げ
る
。

　
一
つ
の
形
式
に
意
味
・
機
能
が
一
つ
し
か
な
い
と
い
う
の
は
、
こ
と
に
基
本
的
な
形
式
に
お
い
て
は
希
で
あ
る
。

な
用
法
を
、
ど
の
よ
う
に
教
え
て
い
く
か
と
い
う
「
設
計
図
」
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
中
級
・
上
級
の
日
本
語
文
法
教
育
（
前
田
）

一
形
式
が
持
つ
多
様

八
一



中
級
・
上
級
の
日
本
語
文
法
教
育
（
前
田
）

八
二

　
口
「
振
り
返
り
」
学
習
の
必
要
性

　
一
方
、
ま
だ
研
究
の
分
野
で
の
進
展
を
期
待
し
た
い
項
目
も
あ
る
、
例
え
ば
、
終
助
詞
「
ね
」
「
よ
」
は
そ
れ
ぞ
れ
の
用
法
に
つ
い
て

は
研
究
が
多
々
あ
り
、
日
本
語
教
育
の
現
場
で
も
新
し
い
知
見
が
導
入
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
両
者
が
複
合
し
た
「
よ
ね
」
の
研
究
は

あ
ま
り
進
ん
で
お
ら
ず
、
教
え
る
際
に
も
困
難
が
伴
う
。

　
あ
る
い
は
、
「
の
だ
」
と
い
う
文
末
の
形
式
は
必
ず
初
級
で
扱
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
「
の
だ
」
は
日
常
会
話
に
頻
出
す
る
形
式
で
あ

り
、
そ
の
分
、
意
味
や
機
能
を
捉
え
る
こ
と
は
難
し
い
。
「
の
だ
」
の
研
究
も
多
く
あ
り
、
日
本
語
学
の
世
界
で
は
そ
の
成
果
も
見
ら
れ

る
が
、
日
本
語
教
育
へ
の
応
用
と
い
う
点
で
は
ま
だ
研
究
の
余
地
が
あ
る
分
野
で
あ
ろ
う
（
9
菊
池
二
〇
〇
〇
、
石
黒
二
〇
〇
三
な
ど
）
。

以
前
は
「
の
だ
」
の
よ
う
な
難
し
い
形
式
は
、
初
級
の
後
半
以
降
で
教
え
ら
れ
て
い
た
が
、
近
年
は
よ
く
使
わ
れ
る
形
式
は
早
く
提
出
す

る
と
い
う
原
則
に
基
づ
き
、
意
味
や
機
能
の
深
い
解
説
を
与
え
（
ら
れ
）
な
い
う
ち
に
、
ま
ず
は
（
習
う
よ
り
）
「
慣
れ
」
る
こ
と
が
習

得
に
つ
な
が
る
と
の
考
え
か
ら
、
比
較
的
早
期
に
導
入
す
る
こ
と
を
支
持
す
る
動
き
が
強
い
。

　
「
よ
ね
」
お
よ
び
「
よ
」
や
「
ね
」
、
そ
し
て
「
の
だ
」
の
よ
う
な
形
式
は
、
学
習
者
が
習
う
以
前
に
、
（
国
内
で
の
学
習
者
で
あ
れ
ば
）

耳
か
ら
入
っ
て
く
る
形
式
で
あ
る
だ
け
に
、
早
い
段
階
で
意
識
さ
せ
る
こ
と
に
は
意
義
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
初
級
で
習
っ
て

そ
れ
以
降
は
何
も
触
れ
な
い
、
と
い
う
の
は
危
険
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
形
式
に
つ
い
て
は
、
中
級
以
降
で
改
め
て
そ
の
使
い
方
を
振
り

返
っ
て
、
整
理
す
る
こ
と
が
有
効
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
「
は
」
と
「
が
」
や
、
条
件
表
現
「
と
・
ば
・
た
ら
・
な
ら
」
の
使
い
分
け
な

ど
も
、
そ
う
し
た
学
習
が
有
効
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

日
「
～
し
て
く
だ
さ
い
」
の
場
合



よ
り
談
話
的
機
能
に
着
目
し
た
指
摘
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
研
究
も
あ
る
。
「
～
し
て
く
だ
さ
い
」
は
初
級
で
必
ず
学
ぶ
依
頼
表
現

で
あ
り
、
そ
の
利
便
性
も
あ
っ
て
、
テ
形
さ
え
正
し
く
作
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
習
得
や
運
用
が
そ
れ
ほ
ど
難
し
く
な
い
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
だ
が
、
実
際
に
学
習
者
が
運
用
す
る
際
に
は
問
題
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
。

例
え
ば
、
次
の
例
の
よ
う
に
、
「
～
し
て
く
だ
さ
い
」
に
は
使
用
し
に
く
い
場
面
が
あ
る
。
（
o
h
°
新
屋
・
姫
野
．
守
屋
一
九
九
九
）

1
3
．

a
　
？
先
生
、
お
忙
し
い
と
こ
ろ
す
み
ま
せ
ん
が
、
推
薦
状
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

b
9
9
”
先
生
、
お
忙
し
い
と
こ
ろ
す
み
ま
せ
ん
が
、
推
薦
状
を
お
書
き
（
に
な
っ
て
）
く
だ
さ
い
。

c
　
先
生
、
お
忙
し
い
と
こ
ろ
す
み
ま
せ
ん
が
、
推
薦
状
を
書
い
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
？

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
い
く
ら
敬
語
を
使
っ
て
も
げ
の
よ
う
に
正
し
い
と
は
言
え
ず
、

次
の
よ
う
な
例
で
は
逆
に
c
が
不
自
然
で
あ
る
。

ど
う
ぞ
召
し
上
が
っ
て
く
だ
さ
い
。

c
の
よ
う
な
表
現
が
求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、

1
4
．

1
5
．

bacba
先
生
、

先
生
、

9
9
　
先
生
、 ど
う
ぞ
お
召
し
上
が
り
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
ど
う
ぞ
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
？

希
望
者
は
、
申
込
書
を
明
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

希
望
者
は
、
申
込
書
を
明
日
ま
で
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

c
9
9
”
希
望
者
は
、
申
込
書
を
明
日
ま
で
に
提
出
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

中
級
・
上
級
の
日
本
語
文
法
教
育
（
前
田
）

八
三



中
級
・
上
級
の
日
本
語
文
法
教
育
（
前
田
）

八
四

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
新
屋
他
（
同
上
）
で
は
、
決
定
権
と
利
益
と
い
う
観
点
か
ら
指
示
と
依
頼
、
勧
め
を
区
別
す
る
こ
と
に
よ
り
、

「
～
し
て
く
だ
さ
い
」
が
使
わ
れ
る
べ
き
文
脈
に
制
約
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
こ
で
の
指
摘
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な

る
。表
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表
3

て お て
い ～ く
た く だ
だ だ さ
け さ い
ま い
せ
ん

か

例
1
5

× ○ ◎
指
不

例
1
3
◎ × △

依
頼

例
1
4

× ◎ ○
勧
あ

利
益
決
定
権

話
し
手

話
し
手

指
示

話
し
手
聞
き
手

聞
き
手

依
頼
勧
め

　
四
「
～
し
た
い
で
す
」
の
場
合

　
他
に
も
次
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
だ
ろ
う
。
希
望
・
願
望
の
表
現
に

用
の
制
約
が
あ
る
。

「
～
し
た
い
で
す
」
が
あ
る
が
、
こ
の
表
現
に
は
次
の
よ
う
な
使

1
6
．
〔
パ
ー
テ
ィ
ー
の
司
会
者
〕
？
？
そ
れ
で
は
、
乾
杯
に
入
り
た
い
で
す
。

1
7
．
〔
口
頭
発
表
の
冒
者
〕
？
？
本
日
は
中
国
に
お
け
る
環
境
問
題
に
つ
い
て
発
表
し
た
い
で
す
。



こ
の
よ
う
な
フ
ォ
ー
マ
ル
な
場
面
で
「
宣
言
」
を
行
う
と
き
は
、
「
～
し
た
い
で
す
」
で
は
な
く
「
～
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
を
使
用
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
o
h
森
山
一
九
九
二
）
。
こ
れ
も
基
本
的
な
意
味
と
運
用
に
差
が
で
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
表
現
は
か
な

り
公
的
な
場
で
話
を
す
る
必
要
が
あ
る
学
習
者
に
と
っ
て
は
重
要
な
項
目
と
な
る
。

　
固
使
役
受
動
態
の
場
合

　
あ
る
い
は
「
～
さ
せ
ら
れ
る
」
と
い
う
使
役
受
動
態
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
受
動
態
と
使
役
態
は
初
級
で
必
ず
学
ぶ
文
法
項
目
で

あ
る
が
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
使
役
受
動
態
は
形
態
的
に
や
や
難
易
度
が
高
い
と
認
識
さ
れ
、
扱
う
教
材
と
扱
わ
な
い
教
材
が
あ
る
。

そ
の
使
役
受
動
態
の
意
味
は
、
次
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
る
。

1
8
．

使
役
の
二
種
類
（
9
市
川
保
子
二
〇
〇
五
）

　
　
　
　
　
　
①
プ
ラ
ス
強
制

・
使
役
＋
受
け
身
↓
プ
ラ
ス
強
制
の
み

型型型型型型
私
は
弟
に
部
屋
の
掃
除
を
さ
せ
た
。

子
ど
も
に
は
一
日
時
間
だ
け
ゲ
ー
ム
を
さ
せ
る
。

変
な
こ
と
を
言
っ
て
彼
女
を
怒
ら
せ
て
し
ま
っ
た
。

あ
の
親
は
暗
く
な
っ
て
も
子
ど
も
を
外
で
遊
ば
せ
て
い
る
。

私
が
そ
ば
に
い
な
が
ら
孫
に
怪
我
を
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。

子
ど
も
の
こ
ろ
、
母
に
い
ろ
い
ろ
な
野
菜
を
食
べ
さ
せ
ら
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
使
役
が
持
つ
複
数
の
意
味
の
う
ち
の
一
つ
（
プ
ラ
ス
強
制
）

中
級
・
上
級
の
日
本
語
文
法
教
育
（
前
田
）

の
み
を
使
役
受
動
態
が
持
つ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
だ
が
次
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五



に
は
、

　
中
級
・
上
級
の
日
本
語
文
法
教
育
（
前
田
）

そ
の
よ
う
な
意
味
合
い
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

こ
れ
は
「
マ
イ
ナ
ス
強
制
」
の
う
ち
の
「
誘
発
」

　
　
　
　
　
　
　
八
六

に
当
た
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

1
9
．
彼
の
言
葉
に
　
驚
か
さ
れ
た
／
感
心
さ
せ
ら
れ
た
／
感
動
さ
せ
ら
れ
た
。

こ
の
「
誘
発
」
に
よ
る
使
役
受
動
態
は
、
構
文
的
に
も
他
の
使
役
受
動
態
と
異
な
る
。

2
0
．

2
1
．

cbacba
子
供
が
本
を
読
む

父
親
が
子
供
に
本
を
読
ま
せ
る

子
供
が
父
親
に
本
を
読
ま
さ
れ
る

私
が
映
画
に
感
動
す
る

映
画
が
私
を
感
動
さ
せ
る

私
が
映
画
に
感
動
さ
せ
ら
れ
る

使
役
態
の
文
（
b
文
）
に
お
い
て
は
、
新
た
な
主
格
が
出
現
せ
ず
、
そ
の
た
め
使
役
受
動
態
（
c
文
）
と
元
の
文
（
a
文
）
が
同
様
の
格

成
分
（
「
私
が
」
「
映
画
に
」
）
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
（
9
前
田
一
九
八
九
）

　
使
役
受
動
態
は
、
使
役
と
受
動
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
り
、
両
者
は
初
級
で
扱
わ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
複
合
で
あ
る
と
し
て
、
あ
ま
り

丁
寧
に
扱
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
項
目
が
他
に
も
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。



　
㈲
間
接
的
な
話
法
「
～
す
る
よ
う
に
」
の
場
合

　
も
う
一
つ
の
例
と
し
て
「
～
す
る
よ
う
に
言
う
」
と
い
う
表
現
を
取
り
上
げ
よ
う
。

表
現
と
見
ら
れ
て
お
り
、
初
級
で
扱
う
場
合
も
あ
れ
ば
扱
わ
な
い
場
合
も
あ
る
。

a
　
あ
の
人
に
あ
ま
り
心
配
し
な
い
よ
う
（
に
）
言
っ
て
く
だ
さ
い
。

b
　
「
あ
ん
ま
り
心
配
す
る
な
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
命
令
や
依
頼
な
ど
を
表
す
間
接
話
法
的
な

2
2
．

　
「
よ
う
に
」
が
こ
の
よ
う
な
未
実
現
の
事
態
を
差
し
出
す
用
法
に
は
次
の
よ
う
な
祈
願
の
例
が
あ
る
。
祈
願
の
場
合
に
は
丁
寧
体
が
出

現
す
る
。2

3
．
早
く
病
気
が
治
り
ま
す
よ
う
（
に
）
、
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

2
4
．
合
格
な
さ
い
ま
す
よ
う
（
に
）
、
願
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
命
令
も
祈
願
も
、
次
の
よ
う
な
文
末
の
終
助
詞
的
な
用
法
も
持
つ
。

2
5
．
明
日
ま
で
に
報
告
書
を
提
出
す
る
よ
う
に
。

2
6
．
明
日
天
気
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

中
級
・
上
級
の
日
本
語
文
法
教
育
（
前
田
〉

八
七



　
　
　
　
中
級
．
上
級
の
日
本
語
文
法
教
育
（
前
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
ノ

こ
う
し
た
「
よ
う
に
」
、
こ
と
に
祈
願
の
「
よ
う
に
」
や
文
末
の
「
よ
う
に
」
は
中
級
以
上
の
項
目
で
あ
ろ
う
が
、
中
級
教
材
で
扱
わ
れ

る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
。

　
ま
た
、
こ
う
し
た
未
実
現
の
事
態
を
差
し
出
す
「
よ
う
に
」
は
初
級
項
目
の
変
化
を
表
す
表
現
「
よ
う
に
な
る
」
と
関
わ
る
。

　
　
2
7
．
日
本
語
が
少
し
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
変
化
を
表
す
表
現
に
は
、
自
動
詞
的
な
「
よ
う
に
な
る
」
と
「
よ
う
に
す
る
」
が
あ
る
が
、
「
よ
う
に
す
る
」
は
扱
う
教
材
と
そ
う
で

な
い
教
材
が
あ
る
。
だ
が
、
両
者
は
意
味
的
に
も
構
文
的
に
も
深
く
関
連
し
て
お
り
、
ま
た
、
命
令
や
祈
願
の
「
よ
う
に
」
と
も
、
あ
る

い
は
い
わ
ゆ
る
目
的
を
表
す
「
よ
う
に
」
と
も
関
わ
っ
て
い
く
表
現
で
あ
る
（
o
h
前
田
二
〇
〇
六
）
。
こ
れ
ら
の
表
現
の
統
一
的
な
扱

い
が
中
級
で
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
　
2
8
．
廊
下
が
｛
あ
か
る
く
／
き
れ
い
に
／
勉
強
部
屋
に
／
歩
け
る
よ
う
に
｝
な
っ
た
。

　
　
2
9
．
廊
下
を
｛
あ
か
る
く
／
き
れ
い
に
／
勉
強
部
屋
に
／
歩
け
る
よ
う
に
｝
し
た
。

　
　
3
0
．
試
験
に
合
格
で
き
る
よ
う
（
に
）
、
一
生
懸
命
勉
強
し
た
。

　
㈹
複
合
的
な
ア
ス
ペ
ク
ト
形
式
の
場
合

　
ア
ス
ペ
ク
ト
的
複
合
述
語
「
～
し
た
と
こ
ろ
だ
」
と
「
～
し
た
ば
か
り
だ
」
は
そ
れ
ぞ
れ
動
作
の
完
了
段
階
を
表
す
述
語
で
あ
る
が
、

そ
の
表
す
意
味
と
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
異
な
っ
て
い
る
。
両
者
を
同
じ
課
で
教
え
る
初
級
教
材
も
あ
る
が
、
こ
の
形
式
を
教
え
る
場
合
に
は
、



両
者
の
違
い
だ
け
で
は
な
く
、
無
標
形
式
で
あ
る
「
～
し
た
」
と
の
違
い
ま
で
教
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

的
な
調
査
に
基
づ
く
ア
ス
ペ
ク
ト
研
究
と
、
教
材
の
作
成
が
求
め
ら
れ
る
。
（
9
前
田
二
〇
〇
一
）

そ
う
し
た
観
点
で
の
実
際

3
1
．

a
　
今
、

b
　
今
、

c
　
今
、

到
着
し
た
と
こ
ろ
だ
。

到
着
し
た
ば
か
り
だ
。

到
着
し
た
。

　
㈹
敬
語
－
丁
寧
体
の
問
題

　
最
後
に
敬
語
の
問
題
を
取
り
上
げ
よ
う
。
敬
語
は
、
日
本
人
に
と
っ
て
も
運
用
に
困
難
を
感
じ
る
文
法
項
目
で
あ
る
が
、
学
習
者
に
と

っ
て
も
も
ち
ろ
ん
そ
う
で
あ
る
。
敬
語
と
い
う
と
、
尊
敬
表
現
や
謙
譲
表
現
の
形
態
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
学
習
者
に
と
っ
て
は
む

し
ろ
丁
寧
表
現
の
使
用
・
不
使
用
が
重
要
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。

3
2
．

3
3
．

生
徒
一
あ
の
、
書
き
方
が
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
が
。

先
生
　
名
前
は
表
紙
に
書
い
て
。
そ
れ
か
ら
、
ク
ラ
ス
名
は
次
の
ペ
ー
ジ
に
ね
。
さ
あ
、
そ
ろ
そ
ろ
時
間
で
す
よ
。
書
け
ま
し

測
か
？

A
一
昨
日
お
帰
り
で
す
か
。

B
一
え
え
、
沖
縄
に
行
っ
て
来
た
の
。
と
て
も
き
れ
い
だ
っ
た
よ
。

A
　
う
ら
や
ま
し
い
。
私
も
一
度
で
い
い
か
ら
行
っ
て
み
た
い
な
。
で
、
お
料
理
は
ど
う
で
し
た
？

中
級
・
上
級
の
日
本
語
文
法
教
育
（
前
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九



中
級
・
上
級
の
日
本
語
文
法
教
育
（
前
田
）

九
〇

B
　
母
は
と
て
も
喜
ん
で
た
。
ま
た
行
き
た
い
っ
て
。

A
一
お
母
さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す
か
。
先
輩
っ
て
親
孝
行
で
す
ね
。
私
も
見
習
わ
な
く
っ
ち
ゃ
。

　
日
常
の
会
話
に
お
い
て
は
、
丁
寧
体
と
普
通
体
は
混
在
す
る
の
が
む
し
ろ
一
般
的
で
あ
り
、
自
然
な
会
話
に
な
る
。
丁
寧
体
は
依
頼
、

感
謝
、
質
問
な
ど
、
相
手
に
働
き
か
け
る
表
現
や
相
手
の
欲
求
、
意
志
、
行
動
、
家
族
に
つ
い
て
の
問
い
か
け
に
用
い
ら
れ
、
普
通
体
は

話
し
手
の
感
情
表
現
の
表
出
に
用
い
ら
れ
る
（
9
鈴
木
睦
一
九
九
七
、
小
川
・
前
田
二
〇
〇
三
）
。
相
手
と
の
上
下
関
係
・
親
疎
関
係

だ
け
で
固
定
さ
れ
て
使
い
分
け
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
丁
寧
体
・
普
通
体
は
言
う
ま
で
も
な
く
初
級
の
学
習
項
目
で
あ

る
が
、
こ
う
し
た
使
い
分
け
は
中
級
以
上
で
扱
う
べ
き
項
目
と
な
る
だ
ろ
う
。

五
　
お
わ
り
に

　
初
級
文
法
項
目
の
再
考
が
進
め
ら
れ
て
い
る
現
在
、
次
な
る
課
題
は
そ
こ
で
は
じ
か
れ
た
項
目
を
中
級
・
上
級
で
い
か
に
扱
っ
て
い
く

か
と
い
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
問
題
に
な
る
か
を
本
校
で
は
考
察
し
た
。
そ
こ
か
ら
明
ら

か
に
な
っ
た
こ
と
を
ま
と
あ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
第
一
に
、
初
級
・
中
級
・
上
級
の
レ
ベ
ル
の
文
法
に
つ
い
て
、
改
め
て
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
の
指
摘
の
通
り
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
「
何
を
（
ξ
冨
け
）
」
「
ど
れ
を
（
≦
三
魯
）
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
際
、
重
要
に
な
る
の
は
、
あ
る
文
法
事
項
を

知
っ
て
い
る
と
い
う
理
解
の
側
面
で
は
な
く
、
そ
れ
を
実
際
に
正
し
く
使
え
る
と
い
う
運
用
の
側
面
が
求
め
ら
れ
る
と
言
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
ま
た
、
そ
の
運
用
が
、
文
の
レ
ベ
ル
か
ら
談
話
の
レ
ベ
ル
で
の
使
用
と
し
て
適
切
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
、
念
頭
に
置
く



こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
際
、
ま
ず
は
学
習
者
数
が
最
も
多
く
、
効
率
的
な
学
習
が
求
め
ら
れ
る
初
級
の
レ
ベ
ル
か
ら
の
整
備
が
必
要

で
あ
る
が
、
そ
の
次
に
は
、
中
級
、
そ
し
て
上
級
に
お
い
て
、
同
様
の
検
討
が
必
要
に
な
る
。

　
第
二
に
、
教
え
る
べ
き
項
目
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
「
ど
の
よ
う
に
（
コ
o
≦
）
」
「
ど
の
よ
う
な
順
序
で
（
一
口
≦
ゴ
讐
o
己
Φ
『
）
」
教
え
る

か
と
い
う
こ
と
を
、
客
観
的
な
調
査
に
基
づ
い
て
判
定
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
日
本
語
研
究
の
立
場
で
貢
献
で

き
る
こ
と
が
ま
だ
ま
だ
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

　
す
で
に
初
級
で
は
始
ま
っ
て
い
る
こ
う
し
た
試
み
を
、
中
級
・
上
級
の
項
目
に
つ
い
て
も
行
な
っ
て
い
く
こ
と
が
求
あ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
試
み
が
進
展
す
る
こ
と
に
よ
り
、
従
来
と
は
ま
た
違
っ
た
形
で
の
日
本
語
研
究
が
発
展
し
、
そ
れ
と
と
も
に
、
日
本
語
研
究
と

教
育
現
場
の
相
互
作
用
が
、
改
め
て
深
ま
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
で
き
る
だ
ろ
う
。

【
参
考
日
本
語
教
材
】

足
立
章
子
・
金
田
智
子
・
鈴
木
有
香
・
武
田
聡
子
（
二
〇
〇
二
）
『
初
級
か
ら
中
級
へ
の
橋
渡
し
シ
リ
ー
ズ
②
　
文
法
が
弱
い
あ
な
た
へ
』
凡
人
社

海
外
技
術
者
研
修
協
会
編
著
（
二
〇
〇
〇
）
『
新
日
本
語
の
中
級
』
ス
リ
ー
エ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

鎌
田
修
・
椙
本
聡
子
・
冨
山
佳
子
・
宮
谷
敦
美
・
山
本
真
知
子
（
一
九
九
八
）
『
生
き
た
素
材
で
学
ぶ
中
級
か
ら
上
級
へ
の
日
本
語
』
ジ
ャ
パ
ン
タ
イ
ム

　
　
ズ

小
山
悟
（
二
〇
〇
二
）
『
一
し
d
ユ
α
α
q
Φ
　
ジ
ェ
イ
・
ブ
リ
ッ
ジ
』
凡
人
社

東
京
外
国
語
大
学
留
学
生
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー
編
著
（
一
九
九
〇
）
『
初
級
日
本
語
』
三
省
堂

土
岐
哲
・
関
正
明
・
平
高
史
也
・
新
内
康
子
・
鶴
尾
能
子
（
一
九
九
五
）
「
日
本
語
中
級
J
三
〇
一
i
基
礎
か
ら
中
級
へ
ー
』

ス
リ
ー
エ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

友
松
悦
子
・
和
栗
雅
子
（
二
〇
〇
四
）
『
短
期
集
中
　
初
級
日
本
語
文
法
総
ま
と
め
　
ポ
イ
ン
ト
2
0
』
ス
リ
ー
エ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

名
古
屋
Y
W
C
A
教
材
作
成
グ
ル
ー
プ
（
二
〇
〇
四
）
『
中
級
レ
ベ
ル
　
わ
か
っ
て
使
え
る
日
本
語
　
理
解
か
ら
発
話
へ
』

中
級
・
上
級
の
日
本
語
文
法
教
育
（
前
田
）

九
一



中
級
・
上
級
の
日
本
語
文
法
教
育
（
前
田
）

九
二

ス
リ
ー
エ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

平
井
悦
子
・
三
輪
さ
ち
子
（
二
〇
〇
四
）
「
中
級
へ
行
こ
う
　
日
本
語
の
文
型
と
表
現
5
9
』
ス
リ
ー
エ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

星
野
恵
子
・
遠
藤
藍
子
（
二
〇
〇
四
）
『
日
本
語
集
中
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ー
初
級
か
ら
中
級
へ
ー
』
ア
ル
ク

【
参
考
文
献
】

石
黒
圭
（
二
〇
〇
三
）
「
「
の
だ
」
の
中
核
的
機
能
と
派
生
的
機
能
」
『
一
橋
大
学
留
学
生
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
6

川
口
良
（
二
〇
〇
五
）
「
母
語
話
者
の
「
規
範
の
ゆ
れ
」
が
非
母
語
話
者
の
日
本
語
能
力
に
及
ぼ
す
影
響
ー
動
詞
否
定
丁
寧
形
「
（
書
き
）
ま
せ
ん
」
と

　
　
「
（
書
か
）
な
い
で
す
」
の
選
択
傾
向
を
例
と
し
て
ー
」
『
日
本
語
教
育
』
一
二
九
号

菊
地
康
人
（
一
九
九
五
V
「
「
は
」
構
文
の
概
観
」
益
岡
隆
志
・
野
田
尚
史
・
沼
田
善
子
編
『
日
本
語
の
主
題
と
取
り
立
て
』
く
ろ
し
お
出
版

菊
地
康
人
（
二
〇
〇
〇
）
「
「
の
だ
（
ん
で
す
）
」
の
本
質
」
『
東
京
大
学
留
学
生
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
第
十
号

久
野
瞳
（
一
九
七
八
）
『
日
本
文
法
研
究
』
大
修
館
書
店

グ
ル
ー
プ
・
ジ
ャ
マ
シ
イ
（
一
九
九
八
）
『
教
師
と
学
習
者
の
た
め
の
日
本
語
文
型
辞
典
」
く
ろ
し
お
出
版

小
林
ミ
ナ
（
二
〇
〇
五
）
「
日
常
会
話
に
あ
ら
わ
れ
た
「
～
ま
せ
ん
」
と
「
～
な
い
で
す
」
」
『
日
本
語
教
育
』
一
二
五
号

渋
谷
勝
己
（
一
九
九
五
）
「
可
能
動
詞
と
ス
ル
コ
ト
ガ
デ
キ
ル
」
仁
田
義
雄
・
宮
島
達
夫
編
『
日
本
語
類
義
表
現
の
文
法
（
上
）
』

く
ろ
し
お
出
版

白
川
博
之
（
一
九
九
五
）
「
理
由
を
表
さ
な
い
「
カ
ラ
」
」
仁
田
義
雄
編
『
複
文
の
研
究
（
上
）
』
く
ろ
し
お
出
版

白
川
博
之
監
修
　
庵
功
雄
・
高
梨
信
乃
・
中
西
久
実
子
・
山
田
敏
弘
著
（
二
〇
〇
一
）
『
中
上
級
を
教
え
る
人
の
た
め
の
日
本
語
文
法
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』

　
　
ス
リ
ー
エ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

白
川
博
之
（
二
〇
〇
二
a
）
「
外
国
人
の
た
め
の
実
用
日
本
語
文
法
」
『
言
語
』
、
＜
o
一
．
G
。
一
　
2
9
膳

白
川
博
之
（
二
〇
〇
二
b
）
「
記
述
的
研
究
と
日
本
語
教
育
ー
「
語
学
的
研
究
」
の
必
要
性
と
可
能
性
」
『
日
本
語
文
法
』
二
巻
二
号

新
屋
映
子
・
姫
野
伴
子
・
守
屋
三
千
代
（
一
九
九
九
）
『
日
本
語
教
師
が
は
ま
り
や
す
い
日
本
語
教
科
書
の
落
と
し
穴
』
ア
ル
ク

鈴
木
睦
（
一
九
九
七
）
「
日
本
語
教
育
に
お
け
る
丁
寧
体
と
普
通
体
」
『
視
点
と
言
語
教
育
』
く
ろ
し
お
出
版

沼
田
善
子
（
一
九
八
六
）
「
第
二
章
　
と
り
た
て
詞
」
奥
津
敬
一
郎
他
『
い
わ
ゆ
る
日
本
語
詞
の
研
究
』
凡
人
社



野
田
春
美
・
旦
局
水
穂
（
二
〇
〇
三
）
「
現
代
日
本
語
の
文
法
的
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
』
科
学
研
究
費
補
助
金
萌
芽
研
究
研
究
成

　
　
果
報
告
書

野
田
尚
史
（
一
九
九
六
）
「
「
は
」
と
「
が
」
』
く
ろ
し
お
出
版

野
田
尚
史
（
一
九
九
九
）
「
日
本
語
教
育
の
影
響
を
受
け
た
日
本
語
文
法
」
『
言
語
』
＜
o
一
』
。
。
　
Z
ρ
幽

野
田
尚
史
（
二
〇
〇
一
）
「
日
本
語
学
の
解
体
と
再
生
」
『
日
本
言
語
学
会
第
一
二
二
回
大
会
予
稿
集
』

野
田
尚
史
編
（
二
〇
〇
五
）
『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
日
本
語
教
育
文
法
』
く
ろ
し
お
出
版

蓮
沼
昭
子
・
有
田
節
子
・
前
田
直
子
（
二
〇
〇
一
）
「
日
本
語
文
法
セ
ル
フ
マ
ス
タ
ー
シ
リ
ー
ズ
七
　
条
件
表
現
』
く
ろ
し
お
出
版

牧
野
成
一
・
中
島
和
子
・
山
内
博
之
・
荻
原
稚
佳
子
（
二
〇
〇
一
）
『
A
C
T
F
」
1
0
P
I
入
門
－
日
本
語
学
習
者
の
「
話
す
力
」
を
客
観
的
に
測
る
』

　
　
ア
ル
ク

牧
野
成
一
・
筒
井
道
雄
（
一
九
九
五
）
『
日
本
語
文
法
辞
典
〔
中
級
編
〕
〉
∪
8
目
O
Z
＞
幻
く
○
閃
毫
↓
国
菊
ζ
国
日
〉
目
国
一
》
℃
＞
Z
国
Q
。
国

　
　
Ω
幻
〉
ζ
ζ
〉
即
』
ジ
ャ
パ
ン
タ
イ
ム
ズ

前
田
直
子
（
一
九
八
九
）
「
使
役
受
動
文
」
の
意
味
と
用
法
」
『
言
語
文
化
研
究
』
第
七
号
　
（
東
京
外
国
語
大
学
）

前
田
直
子
（
二
〇
〇
三
）
「
出
来
事
の
把
握
か
ら
み
た
接
続
関
係
」
『
言
語
』
＜
o
一
゜
ω
b
。
　
Z
ρ
ω
　
大
修
館
書
店

前
田
直
子
（
二
〇
〇
六
）
『
「
よ
う
に
」
の
意
味
・
用
法
』
笠
間
書
院

益
岡
隆
志
（
二
〇
〇
二
）
「
日
本
語
記
述
文
法
の
新
た
な
展
開
を
め
ざ
し
て
」
『
言
語
』
＜
o
一
．
ω
一
Z
ρ
一

森
山
卓
郎
（
一
九
九
二
）
「
文
末
思
考
動
詞
「
思
う
」
を
め
ぐ
っ
て
1
文
の
意
味
と
し
て
の
主
観
性
・
客
観
性
」
『
日
本
語
学
」
第
十
一
巻
第
八
号

山
内
博
之
（
二
〇
〇
〇
）
『
口
ー
ル
プ
レ
イ
で
学
ぶ
　
中
級
か
ら
上
級
へ
の
日
本
語
会
話
』
ア
ル
ク

山
内
博
之
（
二
〇
〇
五
）
『
O
P
I
の
考
え
方
に
基
づ
い
た
日
本
語
教
授
法
－
話
す
能
力
を
高
め
る
た
め
に
ー
』
ひ
つ
じ
書
房

（
日
本
語
日
本
文
学
科
　
助
教
授
）

中
級
・
上
級
の
日
本
語
文
法
教
育
（
前
田
）

九
三


